
第１４次鉱業労働災害防止計画に基づく
令和７年度の当部の取組について

資料２

令和８年５月

関東東北産業保安監督部
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＜令和３年＞
（ⅰ）本格導入鉱山が増え、（ⅲ）導入準備鉱山の数は減少した。 

＜令和４年＞
ランク別の鉱山数にほとんど変化は見られないが、評点平均は増加傾向。低評点にとどまる鉱山もあり。

＜令和５年＞
（ⅰ）本格導入鉱山が増加し、（ⅱ）導入推進鉱山の数は減少した。

＜令和６年＞
（ⅲ）導入準備鉱山の減少がみられ、 （ⅰ）本格導入鉱山が増え、（ⅱ）導入推進鉱山の数に変化は見られなかった。

＜令和７年＞
    令和５年から令和７年にかけて傾向として大きな変化はないものの、（ⅲ）導入準備鉱山が減少し、 （ⅰ）本格導入鉱
山及び（ⅱ）導入推進鉱山が増加した。

○ 保安検査の機会を捉え、鉱山保安マネジメントシステムについて、各鉱山がチェックリストを使って
行ったセルフチェックの結果を基に意見交換を毎年実施。

○ 全２０項目について意見交換を行い、この中で得られた鉱山ごとの特徴（強み・弱み）を両者で共有
するとともに、今後の対策について助言等を行った。

鉱山保安マネジメントシステムの導入促進

結 果

令和7年

実績 度数率 強度率

（ⅰ）本格導入鉱山 39 0.33 0.01

（ⅱ）導入推進鉱山 22 0.00 0.00

（ⅲ）導入準備鉱山 30(14) 2.98 22.35

令和３年 令和４年 令和５年 令和6年

実績 度数率 強度率 実績 度数率 強度率 実績 度数率 強度率 実績 度数率 強度率

33 0.34 0.03 33 1.03 0.10 38 1.06 0.04 38 0.00 0.00

30 2.14 0.16 27 0.00 0.00 23 1.80 0.15 21 1.01 0.02

32(10) 3.57 0.09 33(12) 0.00 0.00 30(7) 1.91 0.13 33(16) 1.96 0.02

第14次鉱業労働災害防止計画に対する取組（令和７年度）

（ ）内は未提出鉱山数
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Ⅰ リスクアセスメント等に係る点検評価［ﾁｪｯｸﾘｽﾄⅠ］

（１）リスクアセスメントに対する経営トップの責任表明
Ｑ１：経営トップは、鉱山労働者に対し自らの意思としてリスクアセ

スメントの重要性等を表明し、これを推進するための体制等(組
織・予算等)を整備しているか。

（２）リスクアセスメントの実施時期
Ｑ２:法令で定めた施業案変更等のとき以外にも、リスクアセスメント

を実施しているか？

（３）情報の入手
Ｑ３：リスクアセスメントを実施するに当たり、対象作業・作業場所

に関し十分な情報を入手しているか。

（４）リスクの特定と鉱山労働者の参画
Ｑ４：入手した情報から保安を害する要因（リスク）について鉱山

労働者を交えて特定しているか？

（５）リスクの見積もりと鉱山労働者の参画
Ｑ５：特定したリスクの大きさについて鉱山労働者を交えて見積もっ

ているか？

（６）リスクの優先度設定と低減措置の検討
Ｑ６：見積られたリスクに対して、対策の優先度を設定するとともに、

リスク低減措置を検討しているか？

（７）リスク低減措置の実施と効果の評価・見直し
Ｑ７：スク低減措置を設定した優先度に従い実施し、その実施状

況を確認しているか？
Ｑ８：実施したリスク低減措置による効果を評価しているか？
Ｑ９: 実施したリスク低減措置による効果の評価結果に基づき、措

置の見直しを行っているか？

Ⅱ マネジメントシステムに係る点検評価［チェックリストⅡ］

（８）保安方針
Ｑ10: 経営トップは、保安方針を表明しているか？
Ｑ11: 保安方針について、鉱山労働者に浸透するよう取り組んでいるか？

（９）保安目標
Ｑ12: 保安目標を設定しているか？
Ｑ13: 保安目標を達成するために十分な環境整備が行われているか？
Ｑ14：経営トップは保安目標の達成が自らの責務であることを認識してい

るか？

（10）保安計画の策定
Ｑ15：保安目標を達成するために、保安計画（年間計画）を策定して

いるか？
Ｑ16：保安計画の各取組に対して目標（期待される効果等）を検討し

ているか？

（11）保安計画の鉱山労働者への浸透
Ｑ17：保安計画が現場の鉱山労働者まで浸透し、一丸となって実行され

るような仕組みになっているか？

（12）保安計画の実施状況の確認
Ｑ18：保安計画は、その取組が予定どおり実施されているか確認できるよ

うになっているか？

（13）保安計画の実行・確認・結果の反映
Ｑ19：保安計画を実行し、その進捗状況を定期的に確認し、その結果を

保安計画の評価改善内容の検討につなげているか？

（14）保安目標、保安計画及びマネジメントシステムの振り返り
Ｑ20：保安目標（保安計画）について振り返り（評価・改善）を行って

いるか？
【配点は、各問３点。Ⅰは２７点満点、Ⅱは３３点満点】

（参考）鉱山保安マネジメントシステム構築状況の自己点検チェックリスト一覧
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「鉱山保安監督指導の重点」の設定

第１４次鉱業労働災害防止計画の目標である「鉱山災害を撲滅する」を達成するため、 近年の災害発
生状況を踏まえた「鉱山保安監督指導の重点」を制定。（令和７年５月）

保安統括者会議関連対応

保安統括者会議（令和７年５月２１日開催）は、コロナ禍以後効率的な開催とするためWEB会議を使用

したオンライン開催としたが、休廃止鉱山を含む管内鉱山に対し、直接管内鉱山の保安概況、第１４次
鉱業労働災害防止計画に基づく当部の取組、令和７年度鉱山保安監督指導の重点に関する情報を提
供した。当日、参加できない鉱山には資料配付。

・ 鉱山保安法施行規則の改正について
・ 鉱業上使用する工作物等の技術基準を定める省令の改正について
・ 鉱山における高頻発災害の現状と対応の方向性について
・ 長期無災害記録証の交付制度について
・ 災害報告について

・ 管内鉱山の保安概況について
・ 管内及び全国鉱山の災害・鉱害等発生状況について
・ 第14次鉱業労働災害防止計画に基づく令和6年度の当部の取組に

  ついて
・ 令和7年度鉱山保安監督指導の重点について
・ 令和6年度検査結果について
・ 特定施設に係る鉱害防止事業の実施に関する基本方針（第6次）の
取組状況

＜提供した主な資料＞

第14次鉱業労働災害防止計画に対する取組（令和７年度）

＜鉱山保安監督指導の重点の主要項目＞
⚫ 監督指導の重点： 鉱山保安マネジメントシステムの導入促進、保安管理体制の充実、現況調査及び保安規程

の見直しと遵守、保安意識の高揚、法令手続等の遵守徹底

⚫ 災害の防止： 死亡災害・重傷災害の防止、頻発災害の防止、罹災する可能性が高い鉱山労働者に対する災害
の防止、発破による災害の防止、露天掘採場における岩盤崩壊による災害の防止、粉じんによる障害の防止

⚫ 鉱害の防止： 鉱煙、粉じん、坑廃水、騒音、振動、集積場、鉱業廃棄物、毒劇物等による鉱害を防止、計画的
な廃坑措置、集積場に係る技術指針への適合、自然災害に備えた対策
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１．令和７年度の保安検査等の実施
○ 延べ３１鉱山に対し保安検査等を実施。

直ちに改善できる指摘については改善状況を確認する一方、改善に時間のかかるものとして改善計画書を提出
させた８鉱山、１９件の指摘事項については、改善の進捗の都度報告を受けるなどにより追跡を実施。

○ 保安検査時には、鉱山保安マネジメントシステムの判定方法についても説明を行うとともに、各鉱山による、同判
定方法を用いたセルフチェック結果を基に意見交換を実施。

２．保安検査等における指摘事項の対応
○ 保安検査等において指摘を行った鉱山については改善結果報告を受け追跡確認行った。

保安検査等による指導

第14次鉱業労働災害防止計画に対する取組（令和７年度）
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鉱業関係団体の連携・協働による保安確保の取組

 保安指導員による保安指導（リスクマネジメント指導）を令和７年１０月に実施。

各地区の鉱山保安団体等が開催する総会等は、当部職員が出席（リモート含む）し説明等を行い、
鉱山保安行政に関する情報を発信。

保安指導

例年、講師派遣を行っている露天採掘技術保安管理士及び鉱場技術保安管理士（保安管理マス
ター制度）の保安講習に講師を派遣。（本年度は東京会場、長岡会場での開催）

保安講習への協力

鉱山保安関係団体の総会等への対応

・管内鉱山に対し、全国で発生した災害の速報と詳報の情報提供を実施。
・全国鉱山保安週間に合わせ、鉱山保安標語の取組を実施し入選作品を決定。

自主保安の推進と安全文化の醸成

第14次鉱業労働災害防止計画に対する取組（令和７年度）
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